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相⽥（1977）の慶⻑地震モデル

1611年慶⻑地震の既往モデル（相⽥，1977）

・正断層（アウターライズ）地震のみを仮定
・三陸沿岸の津波は良く説明できる

・江⼾で⼤地震（慶⻑⽇件録・他）

昭和三陸地震と
同様の地震メカ
ニズムを仮定し
た場合，江⼾で
は震度4程度？



相⽥（1977）の慶⻑地震モデル

・正断層（アウターライズ）地震のみを仮定
・三陸沿岸の津波は良く説明できる

・仙台湾沿岸の津波を説明できない

津波痕跡DBより（東北⼤学・JNES）

1611年慶⻑地震の既往モデル（相⽥，1977）



津波痕跡データベース（東北⼤学・原⼦⼒安全基盤機構）の活⽤
http://tsunami3.civil.tohoku.ac.jp/

使⽤した痕跡地点：11点

岩⼿県〜宮城県に渡る沿岸部での津波浸⽔⾼

1611年慶⻑地震の津波痕跡データについて



プレートの境界

プレート境界深部
逆断層

プレート境界浅部
逆断層

プレート内部
正断層

海陸

2011年東北地⽅太平洋沖地震の震源域（Maeda et al, 2011）＋正断層

津波痕跡⾼を⽤いた津波波源の推定⽅法
仮定した断層⾯



仮定断層１

津波痕跡点

仮定断層１から伝わる津波痕跡点近くでの津波波形

仮定断層9

津波痕跡点

仮想断層2 …

仮定断層9から伝わる津波痕跡点近くでの津波波形

最⼤津波⾼津波痕跡⾼

津波痕跡点

波形出⼒点

計算津波⾼と各津波痕跡⾼の整合性を
・幾何平均K
・幾何標準偏差κ
・⾚池情報量基準AIC
を⽤いて評価し，各パラメータが最適値を取るよ
うに，仮定した各断層⾯のすべり量を決定する．

仮定した断層⾯からの津波とその重ね合わせ



2011年東北地⽅太平洋沖地震
Maeda et al(2011)

シナリオ１
浅部含む逆断層

シナリオ２
逆断層＋正断層

K=1.17
κ=1.58
AIC=79.1

K=1.18
κ=1.57
AIC=78.1

Mw=9.0

相⽥（1977）の慶⻑地震モデル

Mw=8.2

津波痕跡⾼から解釈された慶⻑地震像
（暫定）



シナリオ１
浅部含む逆断層のみ

K=1.17
κ=1.58
AIC=79.1
Mw=8.5

シナリオ２
逆断層＋正断層

K=1.18
κ=1.57
AIC=78.1
Mw=8.3（逆断層）
Mw=8.3（正断層）

地震有感時刻
東京都：朝8〜10時⼤地震
仙台市：午前10時⼤地震津波

最⼤津波来襲時刻
仙台市：津波の来襲時刻不明？
宮古市：午後2時頃津波

宏観現象
宮古市：津波来襲前に轟⾳
（1933年昭和三陸地震でも同様の轟⾳）
・地震有感時刻と津波来襲時刻の乖離

逆断層地震と正断層地震の関係性
1896年明治三陸地震（逆断層）と1933年昭和三陸地震（正断層）
2006年千島列島沖地震（逆断層）と2007年千島列島沖地震（正断層）
（おおよそ2ヶ⽉の時間差）
2009年サモア地震（逆断層と正断層地震が数分程度の時間差）

（例えば，郷右近・他，2011）

総合的に解釈するならば，シナリオ２の深部逆断層と正断層

史料による地震有感時刻と津波来襲時刻



2011年東北地⽅太平洋沖地震
Maeda et al(2011)

K=1.18
κ=1.57
AIC=78.1
Mw=8.3（逆断層）
Mw=8.3（正断層）

Mw=9.0

相⽥（1977）の慶⻑地震モデル

Mw=8.2総合的に解釈される慶⻑地震像
（暫定）



・1611年慶⻑地震
仙台湾の逆断層地震＋三陸沖正断層地震の可能性

・津波痕跡点数の問題
新たな史料発掘，北海道沿岸〜千葉県沿岸での地質調査

・津波痕跡⾼の信頼性向上
・逆解析⼿法の⾼度化
・地震学に基づいた検討（正断層地震の再来発⽣など）

まとめと今後の課題


